
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：九州地方整備局 道路部 地域道路課
担当課長名： 的場 眞二

事業名 事業 事業
主要地方道桟原小茂田線 桟原拡幅 区分 主要地方道 主体 長崎県
しゅようちほうどうさじきばらこもだせん さじきばらかくふく

起終点 延長
自：長崎県対馬市厳原町桟原 至：長崎県対馬市厳原町上里 １．３km

ながさきけんつしましいづはらまちさじきばら ながさきけんつしましいづはらまちかみさと

事業概要 主要地方道桟原小茂田線は対馬市厳原町桟原を起点とし対馬市厳原町小茂田に至る路線であ

り、一般国道382号と主要地方道厳原豆酘美津島線とを連絡する重要な幹線道路である。また、本路線は
い づ は ら つ つ み つ し ま

対馬島の中心部である厳原地区とその西側の集落である小茂田地区の連携を図る道路として、また地域の
生活にとっても不可欠なものであり、L=1.3kmについて２車線道路の改良工事を行うものである。
Ｈ８年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 約１４億円 事業進捗率 ８７％ 供用済延長 0.68km
計画交通量 １，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．７ ５/ １５億円 ２１/ ２６億円 平成１７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 20/ 25億円事業費： 4/ 14
走行費用減少便益： 1/ 1億円(残事業) ４．３ 維持管理費： 1/ 1億円
交通事故減少便益： 0/ 0億円

感度分析の結果 残事業(事業全体)
交通量変動：B/C=４．９（１．９）(交通量+10%) B/C=３．９（１．５）(交通量-10%)
事業費変動：B/C=３．４（１．６）(事業費+10%) B/C=６．０（１．９）(事業費-10%)

事業の効果等
・物流効率化の支援（重要港湾厳原港、地方港湾小茂田港、対馬空港へのアクセス向上）
・安全で安心できるくらしの確保（二次医療施設対馬いづはら病院へのアクセス向上）他４項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
・地域住民及び対馬市より整備促進の要望が行われている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・平成１６年３月に対馬島内６町が合併し対馬市となった。

事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１７年度末までの進捗率は約８７％であり、約６８０ｍを部分供用している。残事業は約６２０ｍあ
るが、うち約４００ｍについて平成１８年度中に供用予定である。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・本工区の用地買収は着工当初より筆界未定等で交渉が難航していた。しかし、本年度には筆界の確定が
出来る見込みであることから本年度中の用地取得を予定しており、平成１９年度における事業完成を目指
している。
施設の構造や工法の変更等
・道路計画幅員の見直しを行い、幅員を６．０（１０．０）ｍから５．５（８．９５）ｍに縮小した。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
島内の幹線道路として、事業の必要性、重要性は高いと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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